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； コミュニケーション能力
そして/あるいは多元的現実

明 志亘
’
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Ｉ コミュニケーミーョン能カリ理請l3,広義にl3.lld'71ざ社会りｒ丈憧』を解日月寸３
理論であると規定可ろことか､､Z"33だうう。わた（り論文は，主と（て理論的淑
題を対象I=[-Ill3か-D馳寸-Lも体系的薄記述をねううたもり̅[､､はなll．司帆'悪，
一つには，わた（９とりあげた問題か"実質的毎定式化を可能にするほど十分に'3"
明を!ﾍﾏ’、葱lbEIIうこと’こもよきか-'EIB¥lこ規則体示か･･寅隙G)ネ土会過程I言どのよ
うに回帰的に埋め込まｋているかと’１うことＩこも開ﾊ』､か･ぁ目と’１ラ理由'こよる．ま
た，理論的走向り遠大さ'こもか力､胸）す"，芝胴めて限定を帆た範囲の問題Ｌか狐う
て１１なllとllラミとも断わうＴおか鞄ぱなるま(1｡す怠h5,｢言需卿実践的な駕
識，他り人闇にと，ても宿戒Ｌ，Ｌ握力､-フマまた私自身にと，了毛は(-め了存面す
る現更的な意識ｔ､鋪」(MzIrx,Ey,3els,DieDe,4蚊舵Ideolqjie)と規定をk３ような
しウ"土lしを主審勺対象I弓LTL13｡
わにｌいます､問題をコミュニケーション行為Iこ限定Ｌた。このことl3,“すしも

ﾈ1合学におけ§イブ為論９伝統に従うⅧ,るわI̅Iで13なlll丁叺と"も，一応ｒ宿為論的」
了う．、-チをとう了llることを意0ﾈｯる。芝》にゎたLI3,言語構瞳とコミュニケ
ーミーョン行為との関連に̅)ll了議論を集中(,非言需的コミュニケーション(""1-
verbc'IcowIMiu,''icAtio,'')'こつ’１了'可とくにとツあけ"むかうた。，

'70斗代に'まいフ了，非言語的コミユニケーミーヨン⑳実証的研究は,，とく!二!､ご理
学的観怠か〉着ｑと蓄積乏収つつあシ，理論的な面て-も，言語孝およ叺・人類学を背
景とLIBirdwhistCllo@kinesic3'fHQllの0ProxemicS'など整備さM了を了!さい
るか．，$だ充分なもりと'３言えな’１．非言語的コミュニケーミーョンリ刷究渚l3,､.n
学，マル〒ィ．チヤネ,し論‘７立場をとるか鴎，コミュニケーユョンリ汐元的回路力瀞と、
りょう丘原理に従うて構造化乏叺̅II13@)かというここl33だほとんで榊明さ恥了
lltil 'L,文化的コートーヤ認識論的地平をも射租に入帆従了7｡D-チl*未雨拓であ
ると言うてよll｡CiLourel9『認知和合学(co9nitivesociolo9ﾝ)｣l3,そうＬた理論
的不備を補うもりとLT注目一ﾘべきもり了･はある吋帆℃'も，理論的定式化か》はな
お遠ll.こう’た理論的状i兄'こも､ll了，非言語的コミコニケーミーョンを前言語的し
ｳ"エルとLT"5かし､め措定(YLまうことは，理論的暖B禾之と畷乱しかもた〉之
ないだうう．

マこて．ます”物た（は，統語輪と意味論を基盤1こＬて需用論的レウ"エルに踏み.処
、 ､ 、 ､ ､ ､ ､

むこと'こよう・て，言語を根i聡的噂ﾈt会牲と’｝ラ硯患､かうとうえかえ-ヲことを課題,に
’す是。こりここは，学に従来周辺的な雄位Ｌヵ､与えも帆Ｔｌ｝なかすた誇用論もＬ＜
ll言需使用U)理論芝問題化すると！｝うこと'ことどきうす"，綴験的根拠にもとつ..l.1T
-雛言語理論と｡)関連を志寮（，マ肌をコミュニケーション能力り理論と(T汽犠
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成することを目乏"すも’て、いと!｝うことを章,Q*Fｳる。
'HQberm"は，批判理論９甚礎胆〔てコミュニケーション能力り理論制墨唱l-Il)
る。わた｛は，変形生成文繊の理論的前提迄コミコニケーシヨン誰力という相晩を
想定〔う３根純とを検討（Ｔみることによ’了，狼９主張を明砿なもりに（ようと
（たdHAbcY､wIAsり理論的前便には典ずｋも警当なもりとは尾･えなllもりもあるけM
ど､も，物た.lll7｡口し．"メナ‘り域を越えマ実質的議論か･可能､Lなるようなレウ､エル
にまで､具体的に闇題之掘ツ下吋"ること'てよ、T,コミュニケーション能力り理論に
F711てり寅質的啄展望を得ようと［た。さう!こ；達成丈篭り誌概念､によ’了エス／
メゾト"ロジーを定式化｛ようと（-【１１るCiEoLIrel⑩主兎を眺較検討Ｌスみた。エス
／メソト･ロジーにつ('ては，学説史的も lゞ<は患､想.潮i乱的観点､かうする議論や論評
蝿線ｑあるか，了う(Tミ愉蹴的な位置ﾌ"17は，現吹て"憾かえうて一面的９徳定免IK
えない。そ帆ゆえ，物にｌは，あく$て"個別的な問題を議論するにヒヒ"めた。CifouF･
relり主張Ｉす，写も､論争的屯位置'こあり，決定的なことと口皿へrラるこZl永少なく，
今後り理論酌むよ叺・実証的研究の蓋積り上に解明芝ｋるべ､芝こてか掌》て-ある。なお，
ｲ本系的に歪め》肌たコミュニケーションにフll了は，本来，各論的テーマとl-I"
("§'ｗ萱とこうで､あるか､，コミュニ17-ミーヨン能カリ理論９位置フ･けに関ｌマ重零
とな;ってく３箔千の問題も論("る臆とと"めた。
論文の構成ほ以下')ようて．ある。
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第 コミュニケーション能力
変形住成文i*d)枠組と主張§
ラン７"／ハ･ロールと能力／運用
壱誇習ｲ尋と陸得ｲ臆兇・
コミユニ1アーション能力り概念、
指標的表現
序
発託の前1良
隆行的発話
生成意畷論とエスノメソドＤジー

第斗浄
第タ爵

: 0 .
１．
２．

浄ら毒

’、

Ｉ

Ｉ

ｊ

Ⅱ

！

！

Ｏ

Ｉ

ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｉ

・

・

９

Ⅱ

９

１

．

１

日

０

１

１

．

１

１

１

．

Ｉ

Ｉ

Ｐ

Ⅱ

Ｉ

０

１

１

１

１

。

第ｚ章体系的に歪め》恥たコミュニケーミーヨン
第１節出来ご､ととITの言語行為
第ｚ奇解釈蓉的理鵡にフl)T
第３群言詫分村と（マリ糖神分村

…莞千野Lc,belin3-rl'eor>'の献判的検討

第３章"ダダ元的王見喫
第ﾕ群ツタ元的現喫１こつ!,了
篇ユ群体系的に歪め､も耽浪コミ ユニヶーションと汐元的現裏
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第３涛牡会的知識と鯖釈予続き
第千節回‘|昂性
第５毒コミュニケ-ション能力と汐元的現実

統語鯛放論へり道-すL"
’

’わたＬは，コミュニ１７-ミーョン能力の理論り成立をただち’こ目で､した的l↑て"も，
そり全貌を耐そうと（にわけ-z-もなl)。すて"に指捕したよう'こ，狭義９コミューケ
ーミーョン行為に限う了みマも，非言需的コミュニケーションを直轄'こは級わなかフ
た（，＄たコミコニケーニヨン雄力と｡)関建て"重雲な論患､を張-紙了‘。と異､狗耽3官
詫習得｡）闇題にも簡学にＬか､l,'hなか皇ﾌた。にｔかかわ》す"，誹乏に『-姪､実刷り
全面展開」とllう戦術をとるこXlこぶうて，つまツもうは｡》言語を根i原的なﾈ土合性
と11ラ観虐､かぅ掘,りっっ､｡l7r野生。)次元』に到違７３二とを目芝｡すこと'こようて，
和合学的謎問題９-１則面力い開可､芝叺ることIごなうた。 Ｉ
’・コミュニケーミーョン能カリ理論にっllr
『人悶'さ-度も経験（たこ這り芯！,丈を理甑Ｌ夜ｿ作ｿ出，たり了可ことか"で.を

§』と11ラ『吉認使用９倉'造的側面』に̅ﾌIIT@>ChOwIskソの言BRI3，次のようｇ内
容を含んて"(、３もりと志えら耽る。
①人間か用【！§ことの了"きる文は無限て"ある。当然りことなか"う，人闇I惑羅限り
丈のリストを記憶ＬＩｕ§物1れ､､l#ない。マ収ゆえ，項限り規則にようて憾剛.）
丈逸生成するどこか．て、乏鮴）な叢置を人間は内蔵Ⅷ!！§に遠(!な1,。こ‘》よ
うな装置'な，回！帰的機椎フ３リーフ｡)丈を別の文に埋め込むこヒカ､"_["竜るような
規則を備えていな吋肌ぱな６℃11.こりよう噂意0未で‘人間を，ことばを託-;よ
うに作シいたオートマトン（自動機械)にな？"＞えることか.T_きる、
＠人胴｡)言語ｲ吏用't*'l激９繊帝jを受け写ll・一定｡)刺激も受,↑たとき，も(<は
一定の1連､的状態にあるときそ’てそりような場合,こ限シ，將定り丈を発話可;５
と１１ぅの卿‘正常な言語使用ではな（'。この点了"，人間９言語ｲ吏用は，動物の反

〆

応ヤオゥム｡）おＬやくりと13根本的に巽愈３。
③人間が正常に言語を使用する際には，状i兄,こ応l"T適切な丈を作ツ出LTIWろ。
こりこと'３たとえI讃土て-例'重出Ｌたオートマトンなどにようではｘねることか”
て"さなll燗'性である（学'ご刺i歌り統瑚か》自由了"あるとllラだけなら，オートマ
トン'こランタ"ム蓉素を含きせ了おけは､よ!､)｡ｲ足っ了，こり慮､にお(｝て，言誘使用
‘)倉１迄的側面は学な§機械的説eRり巍圃をはるかに越え了(!る。

１

１

１

１

I

’
司 一

｜
’ をＴ‘③のｒ状i兄へり過tn悩』’１，一見寸剖と①，②の主張と対立LTII§よう

にみえる。！こもが力､わらず，こ戦'ま，基本的も区別を反映nll３もりとみな-すこ
とか"て･きる・すなわも，「規則に支配を帆た創造_侭」と「規則を変える倉U瞳牲』と
り区別T,E3｡「規則迄変え弓創雌悩』は『規則に支配乏帆浪創瞳性」を前躯(卦（
Ｔいるか"，状i兄への過t7)'性ということは，『規則に支配を肌た創遣性』と同時(鹿，
5 2 i j '

Ｉｌ１ｌｌｌ１Ｉｌトー１１１トー１，１１１-■ｌｆｂｌｈｊｌＬＩ-■ｌ１ｂｒｉＩ“ Ｉ圭 一 凸



’司り汐椎な可能笹にお11了，「規則を変える創陸性」り契機邉は》ん了-llるもりと
みな吋收ぱな〉なLI｡
言語を和合的機能か〉説明すること13毛当でl3なllとllラミとをChomskンは可､Ｌ
̅̅II1３．言託'３．ミューケーミーヨンにとつＴ釣す．､Ｌもｒ機能的」̅I"IJなll｡７帆l3,

言語のコミュニケーミーョン的機能かﾂｦく｡)機能の中の一つだ力！＞と１１ラのて､､lユなく，
マラ［た「機能的脱明」を越えて，統語構遥か．自律性をもうてll５と，！ラ理由によ
る・了こて.､chowwIsk>!ま,一言語り普脇的惰性か〕ィ固別言語の習得を可能に了３ような
能力と［Ｔ，人間に住得的にそなわうて１，３とみ弓（た。Ｌ力$［，この達得,世は，
住理的発声器官｡)構造ヤ神経細胞９組織などにす,Y,了還元で芝３物,↑て-mな''(iZ
えて．芝＝ると（たり，言詫使用か､刺激９統制かう自由で-あ３二迄と矛盾す３）。７收ゆ
え性得植｡内容，芝》'二は[hDMsk>,か-前恨'二(-r(1§誌概念をiX.('直し可み§典
委力 r " 3 "
ChowIsky'3,j̅託毛．耳患孟か罰碕うている自分り言語につllての知識」を言語能力

(lin3,4iStiCCO},IpetenCe)，「具体的場面にあ､ll-I言語を実隠,こｲ吏閉_ﾂること」を言
語運用(lin9uisticperformAI,,ce)とﾛﾁzA..j両毛を根本的に区別Ｌた。ＬかＬ，Ｈﾝ噸ｅｓ
によ肌ぱ，この区別は，一応，茎当て､_あると!*[!え，Ｂ愛昧さか"あ３とllラ。言語運
用!さ，第一に，根底にある規則り体系に対（て観察可能写行動を竜0未する。とこう
か’言語運用’肌自体Iこも規則性か"ある恥I↑了"，そりことば，言語的〒"一夕を説日月
寸３ため９言語運用五〒.'IL(たとえ'ず知覚モテ､､Iし)(こみうM3｡知覚王〒､､lしは，文
悩と同l-ように，音と意味とを梢定のｨ土方T､､関係ﾌ"l73もり了．あるか、『入力」と
'て信号をｲｾりﾀﾂ<のものとll71ょに受容(,様々な文iを,表而､をr出力｣と(- I
付与̅ヲ３ｲ世組みをもフ̅W̅ll３。すなわツ，知覚王〒､､IしPMI*,能カモ〒､､lしｑを組み
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音一意味９連合を越え了‘汐＜‘)惰報
モィ吏用L,知覚戦略｡)細織り制約９も
とIこ作動す§・こり意味でり言詫運用は

’

とIこ作動す§・こり意味でり冨詫運用は’たか．うて‘入力とＬマリ官詫的テ"-タ
に詞１７，規則性をも’すこ狼底的なもりと港えうIK-rll３。たとえばｒ文体上り
"I!噴変更'ず文通規則ｒ"あるより!；，言語運用り規貝'l̅z"ある』(Cho"ts紗,/%亙,PIz7)
という場合‘シ『運用』《り概念13,こり滝,束て､用１１５ｋ了(1る。
ムA上り二とか》‘能力／運IﾁIり区別,こはい次｡）二つの対立か-あ３ことか-わ力１３。

０）（根底lこある）能力／（寅脾の）運用
ui) (根底'こあ3)Xi玉的能力/(根底にあ3)モ了蕊ルヒL-Ｉ９運用天見則

Chomskソにあ､ll了噂通用規則l3,I心理的メカニズ､ムとITriD麦乏耽でll３だI1了．
あツ‘なお暖B禾なままlこ弦芭叺てll３。H>'Mesl3z,"!兇９言語習得にフ!’てり澗究に
基っ"芝亘叺を文を便WIする隙｡)適切伯にフ〔1-【り¥ﾘ断と鬼える,ぐさだ､と-ウ３．す
なｈう，幼'見l3,粍話行為りしハ°-トリーを遂ｵﾌL'発話に参加し，代走によ３発
話ｲﾗ為り遂ｵﾌを評価了.きるような能力も習得するりて・あり，こりよう勺能力は，！､§Ｐ
理的メヵニズ､４､'こは還元了"乏な11@予帆やえ,Hy'o'eS'31言誇ｨ吏用にフＩ１Ｔり根底
にある能力をコミユニケーミーヨン能力と（てとらえることを堤喝する｡(Hｙ岬eブリ
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コミユニケーミーヨン雄カヮ理論｡)具体的内窓1こつll-【側埴鴫一ﾘ3｡)
Ｈｿ剛ｅｓりコミュニIT-i_ョン能力の概食l3,'「能力』概念を二次的コート畠も含む

形､･拡張したものであ3""HQber""によ収ば,こ血I融和会言語学的に限定乏恥t鯉
用鴎て．あフマ,Cho'itskyの富語理論か･もうて１１胃可齪'腱を充分に発掘Ｌラ３もりて．、
l3TJI}とllう。そこでHaberma5は，言語的普愈li(lin3L,isticlAnWersals)'こう(IY検
討することか》始める。普逓鏡昧論か･独白主義，ア・７．リオリズＡ，零宗主義に!;‘
還元了･題画【!と１１うことに基ﾌ､､2,HqberMAJは蔦0編命的普遍/性を分類する。すなげ１，
ち，棄一に，綴験を変化させ§ような意味論的普遍性と，このような‘変化を可能I堤
するよう＃嵩昧論的誓腿性とを区別する（了・ポスァリオリ／了・７．リオｿ）｡次に，
すべＴの和合化1二元ｲﾗー するような意味論的碆遍強と，可能噂和合化り条件ヒボ郡･-ｺ
(1た童D禾論的普通位とを区別する（独白的／問主観的)。了乢ゆえ，意味論的薔蝿
'HIJ次｡〉ように分類さい3。
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文化的薔過'は対誌-機成的普遍性’ 間主観的

３虫白的 知鎗的･動機的松成り
薔遍強附釈の普遍的認識図式１

cho'' '3kyl#,言澆的菩j屋値を独白的かつ７-7｡リオリ屯）生得性に帰LTll:i
か,Habermasl3,7帆だけて̅I3なl)[IIうことを主張l.Yli弓｡7kゆえ，壱語ニコ
ミュニケーミーョンを言語能力①適用とIT理鯖す3Ta,ITて．卿不寸介虎､Zllラミ延
になる。-ｳな胴ち，可能な通常９言語コミユニケーミーヨンリ状i兄を作り出す､二と似’
そり＄ま理想的な託Ｌチリ一般的能力(こ展（了（１３.了こて"HQber例αｓい,コミュ記
ケーミーョン能力をｒ理想的な発話状i兄りマスター」と足講す？§｡コミユニケーミーーミ，
ン能力,よ‘理想的な魂話状i兄にお'１３可能な相互主観はり構瞳‘)条件を捕定するも
り了.ある．
ム人上りょうに,HQterm心は，発話９普遍酌しウ"工Ｉしを問題(こう３。マ肌は，一見

-りるX,一般酌に養当な議論りょうに路え３か．，分類的了7｡D-チ!ことむ､まうＴ謝
り,侭験的裏つ曇'↑と方i乏論とを欠!!て['百ために，項寛味な構造的一脚上走見失w，
I̅II３。たとえば,H4ber,ﾚy1妬は，陸和文(Perforwiati'/ese'@tence)を動詞りカニテコ､ツ
ーリ問題とてシえ，マリ介類基準を'是案ＬⅧ!るか・忌帆'３統語論と詫用論９境界
領域に属する王見象了"あツ，発話にお11§布為り問題とIT定式化可割ことによ'̅E,
HQbeY,wI"の分類基準か̅T")中Iこ位置ﾌ､､l７ぅ耽るような為穐味噂構造的一般化かｗ
能になる。

Ro方は‘生成文佳９杵組に縦'rr,表層構造'亀i通う重力調をもフllわゅ３｢瞳ｲﾗ文〃」
だ11了･むく，すべＴり文か､i栗層構造におl)ては；-プリ隆布動詞をもうとllうこ'皇
を雨､マラとＬた°たとえl",Ro"は，

(I)Pv,i(.esslu'"tPed.

旭!、ラ平俶文りi采層機｣造_を
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Pricesslu'''Fed
と分村す3｡Ro弱は,Zo)ような分析を遂行的分村(perfoYwIQtiyeqnqlｿsIs)とﾛﾁZA''．タ
英語1こつll7瞳ｲﾗ的分村を支持するような証純をあけ"，こkl'"言語的菩遍ﾉ性を玩ｌ
̅II I3もりとみ奪（に。こう｛た言語的事実はｊ日本語にｔ見出しうる。たとえば

'(3)q.了千オＬ卿学キ灸'二吋来てll"l)丁ごうう。彼iは嶺気た"力､》。
b.了キオiは孝枝’二'郡家了l ig l lだヲラ。鞭iを見かけなllから。

ZI1フニフの発話Iこあ､IIY,(3-Q)り後半'。，『アキオか"学校に来Ｔいなl)」理由
を血'ｗ了Ⅱるりに対(,(3-b)⑳後半は，前半り発話を行った理由を述べＴＵ３も
りと解釈でき３.両老Ｑ違いl3 ,沢りょうに言l)換え，外恥'3f ,8鮎か'こな§だう
う。

e)Q.アキオｉか．学杖に未̅IIIなllo)13'４良iか．猴気だか５だ。
b.米了キオLか-孝枝に来ていなl)')l$,4Riを見かl1なll力'５趣

とこうか"_(3-b)を次りょうに言(1換えＴみ§上成ク立つ。

伯）アャヵｉヵ》･学杖に来̅IL)TJI)とネムか．富フ̅IIIるりは，４良iを見か吋な'1か》職
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ｌ
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Ｉ

マラ１３と、(3-b)り前半は，瞭層構瞳にお､l)-【噂"r私か-[･……］と言ってい
る」と’１ぅ■ような母型丈に埋め込ま帆てllるのて"'惑な'１かヒ素え》帆３．こうＬた
現象を，住成文脳｡，杵組に基ﾌ･芝一般的に考察することによう了，すべで９文のi粟
層犠瞳が(z)りょうに分析できるとllラのか,RoSS９遂打的分析Iこう11でり主張了"あ
るも

RosSの主張1こつll了は，なおl１く-７かり問題か．残フ-IIIる。たとえは．､,Ro551aiZ
ｲﾗ的分村を統語論の問題とみな(Tllるか吟，語用論９問題と[Tコミユケーミーヨン
能カリ理論か》了７．ローチすることも可能て．ある．聴かに隆行的分析を支萄ツ§証
ｷ廻り中に'惑紘語論的梱ﾇaをもうと馬わ収る毛のもあ３か壷，こ恥を統語論を拡張-ﾂ§
方向了．定式化［ようとすると，摘殊な変形をｲ反定Ｌな吋帆ばな；な'’ことなど問題
か”いりである。
ミマ,､Hqberw'"M,Cho'wI5kyり言語理論か．独白的かつ７.７.リオリな往得性を基
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一

謡にlTII3とみなl,官話能力９理論を補完̅りるもりとＬ了コミユニケー皇ヨン
能力の理論を設定（ようとITII§。わたｕさ‘コミュニケーション能カリ位置つ瞼
吋,こつll-Y，語用論と統認論り境界頒域およ""意味論的基盤恋と-を問題'こ̅す，弓こと
によ〕て具体的に検討[Tみたか､､，噂お日月砺'憲は主張で乏竜l)野分か̅ﾀﾞﾀ I゙）とはll戴′
一般的な認知的基体と（７言誘能力を墓砲ﾌ､､１７３もので"あぅと仮定了３りか?妥当噺
ように馬４，)耽る。実際９とこう，H4berM躯り前恨は，生成文i茜７帆自体が､､独白的か
_ファ．７.リオリな領域り理論T-あると（でマミに間L.'込め，コミユニ'7-ミーヨン1能
力の理論を別９領域に設定_すること,こな３りて-あるか-，住成文i茜９チ続きを検討’
Tみれば.1収か･1)lた領域に閉じ込めﾂIKるべきもり了､'13なI)ということはAPel
力､.,主張LTIIろ通り了"&3(･また住成文i蚤とChowIskンか̅主張l.TIIることと走同
一視一ｩsここも了"きないり̅E"ある（事寅‘変形住成天i茜理論｡>立場に立フⅧ!ても

， 〃

Cho"kyり主張に同調しなll人'３かl')d
ChoMskン'な,生成文穐をｒ明祁，に定式化乏帆た生成過密d)規則体系」とI))'".

味とrnqtivesPeakerの暗黙の言認的知識」とIIラ意味との両様に剛),司戦を宮
語能力り理論ととうえることlこよう了，論理知と事寅知を統合す３ような認識.論的
地平を切りか》こうと（たか-，薄$､未解i夫９問題ヤH愛8禾な部分も"ll｡LかＬ，溝

、 、 、か５とll７了′性急な苛立ちを可‘ヲごと11,批判的な可lこもりも生み出乏啄llばか
！ﾉて.なく，早踊的ｲ頃向に拍車そか1褐だけて"あうラ。わたLI3,言語コミュニケー
員_ヨンリ具体的一ｲ則面を裾ツ下げ,ることIこようマ，生康文i茜を内蔵-すると同時に７
Mを甚砲ﾌｰけるようなコミュニケーミーョン能力り理論９可能位を線フＴみたわけr”
ある。

｜
’

1
１

’

｜
’

Ｉ

２９生成意味論とエス／メソト､０ジー
柱成意味論卿'chd,,iskソによ’了砿立芝叺た標準醒論の根本的ｲ修正を雲請了３も

りとL-I,G.Lakoff,McCQWleｿ,Ross,Rst41,RrIMM仕er,R.Lal<o仔なと̅によ,-Iil&
唱乏帆たもりで．あるか-，ここ了｡司れIこう!'了論L"3わけ|こはllかなll｡う栗層楯造り
みか霞意味解釈に間与L,l狼か．フマ変形は意味を変えないとする標準理論９仮説||3,
７９ｲ麦の緬究Iこよう I̅,制約か．強すぎ"ることか．司乏帆た．マこて-Dr丈の意味」は
統詫楠造｡)解釈了"あるて１１ﾗｨ及説を保持Ｌっっ表層稔瞳も鴬味辮釈に関与す3zl)
フ修正⑳方向か,拡大標準理論了．ある。こ肌に対（了,ｒえり意味』は鯖釈乏'h@5
もりで-Iさなく，もうとも畷ll構造か-1りまま意味表苛､了､あ３とみな(,司収やえ『
意0*解釈部門」を別lこもうけることをヤめ，同崎にﾎ瀧号橘瞳の自律侭を否定（，紬
需構瞳は寛味構造か>派生-ｦるもり了̅あるとすうのか．，睦成意,禾論9主張て．ある．
実はこ帆は，標準理論におll３統詫的なi束層構造-I..lJを駒めて限定乏収た疑囲ｏ倉
詫的薔遍'性Ｌか解明了･言ない.ZIIうことか５,ChoMskソの毛テ"Iしをこえ了乏＞にi県
ll構造を定式化（ようﾋｰﾂ３中て"緩』棄て恥た構想̅Z"あうた｡L*､(,ChoIwISkyl3"
連取意p*論を支摘-$§ようなi夫定的も織険的根純か重LIIこと，生成鳶ﾛ禾論に独自
の主張とみえるもりも通尤7)lこ定式化Ｌをおせば，拡大桶準理論と震質的な蓮llか"なＫ
なる延毘的ｋるものか̅沙11こと，をうに往成意味論て．側変形り制約'ミフ〔'て問題か”
5 6 i l ,
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１

口
残フTI13亘となでを指摘L-【いる。
さ-【，印rfinkelによ牡ば，滞審員につIIマリ斫究か"エスノメ､ノドロジ､ー‘フ出発患、

-【"あったとillラ。彼は，陪審員た5*'"，陪審員９作業をイヲラことにおll-r,何をｌ
-Ｉ１}３‘)かとI1ラごとをと．りょうに，了知３のか，とllラ闇題Iこ直面Ｌに｡詫害員
たもは，和合９組織を恥た事象か.スムーズ，に進ｵｧするｲ土方にフ!'了りぁ３種９知識
セイ更用する。縦ぅは，常識的な老えを用!}弓』とを，常識的了･ぁうぅと（て（１３りて”
13なく9･合iを､的かﾌ公平了-あううと1-II13｡(かl,被うか．合憧的であると理解
ｌマ１１3もりか．何て-あるかを示すこてはて"きなllｏｆだ,被うば，『事実』やｒ穏
像」，「意見』ぁ3LIはｒ私り意見」十「あなにり意見」またｒｈﾙｗ７咽か蘂言う楯
利を与えう収.Yll3こと」やｒ証椥か．庁､[-Tllること､」,r証BR-I．芝§こと」， ｒ

彼が実際に言う侭こと」なと．を弁別̅ｿ３独自‘)方i玉をもつTI13９̅r,ある。
こうＬ從ことを解８月するためには,‘ﾈ土会的事象を獅究港にと’てり観雷可能なし

ｳ"工lしに還元-するの了一は不十分了"ある。礼､（う，メンハ"-か､共宿LT１i３知識l3'
メンハーー相互の間-1-報告可能怠刊ﾁで-示乏1K，同時に観察可能な毛⑳'二なるとみなす
典零か.あ３．了,やで.,「観寒可能一報告可能(observQble-rePortqble)」とllフミと
をｊ一諾-["r""B目可能(Qccouyltqble)」とDfJ;､、つまシ，「説８月可能」とl)うこと
,ま，メンハ.-か．ある状i兄,こおIIT実践的行為屯行）場合に，通常，と-ｏような組織
化を叺於方i茜を「利用可能(availqblc)」なもりと［て用ll-I１１３か,と(１うこと
を意味(7113｡
Cito,4relは，生成文曜とり帆↑住成意味論の主張をヒツ入帆弓ことによう了，エス

ノメソト零ロジー這工ラボしイトＬよ）とｌ了い３。そこ-[̅ ，、住成文慨上対照きせで，
エスノメシト"Dgjc-リ問題鴬識力､．と-９胸なもの-I-$3かを塒徹ﾌ､､け’みよう．す
ﾏｰに龍摘Ｌ征ように，住威文憾I3r８M,的に定式化之耽た規則９体系」と「natiVe
SPeakcrか.も，了い３暗黙の言語的知識』と！!ラ二つの意0未了-Wll'5!lt３・了うす
３と，言語学毛か-仮設-する夫見則,乱，託しチー間をすか．，言謂コミユニケーション'二お
l l - I "隙に了して8昔黙のう５１こ使用ITLIるものである９かとllラごとか､問題lこな
フマくる。住成文i茜は言語能力をもうⅧ13"L3-聞芝すの言諾直観を餌B胴３
理論TあるとChoymskンか一言’７113ﾑ人上，なも､をツこりことか閑題にな§だ３う．
ももうん，言詫孝Iここフ了憾，こうＬたことI3手鏡芝上り闇題に間'l)３だけ了-"主
霊な問題了-13なllか-9エス／メソト、ロジーは‘現則りイヰ系だ'I1 I̅･､なく，予収か̅と̅り
ょうに右左L-III3o)か,|､31)13マ耽力１.実際９ｲﾗ為過躯に℃94)I之埋め込まIK
ll３のかと，｝うことも問題に̅T3')-I-ある。可えて-次に，住成文i去り刷究チ続乏

を検討伽みよう。耐.言語能力をもうた誌Ｌラー聞芝今の直硯iこもﾋﾌｰ‘,マ，規
則ｲ臨免か構成芝耽る。も［?こか｝導ｫ､札§稀果力､蝿直観と異なフ Y̅ll収ぱィ及設さ
収た規則か"間遠うて１１たとみ万之呼1T砿棄て叺弓か，佗⑳銅戻りをｲ可1-i加えたり部分
的に条件を変えたり（了修正乏叺る。ここまて．!ま，鰻験科学９方i玄と同l､了̅ある。
ｌか（，こりような地置か柄わ帆３９は，言詫学港か．言霊能力９ある託（ラー聞芝
弓とりう誼ﾐｹﾆﾐー 羊にもとつ-芝，自分』９責見則仮説かぅ導かIIL3稀栗か．誌Ｌラ
ァ聞芝手り直観と一致L7IIな’｝と信ずべ芝相散aか．ぁ§場合'二限３．また，代り場
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１

１

合には，こりような地遥をてるかわりに‘言語学毛l3,鄙たもや言語能力りあ§制
崎弓聞芝今とのコミユニ‘７-ションにもとつ-IIT，何》力､9言溌外の霊因り介入
かあうたとl１ラ耗論Iこ到達す§だうう。このように，生成丈iを､り澗究弓縦芝に'３
本質的に了熊的方悩か-介祇(-Itl§。
て､､1１,こうｌだ「了辮』り子統竜はどりふうなｔOなの力'？Cho”kンはｒ等質的

な言語和合IこおIT3理想的噺託Ｌチー間ミチ』を前狼に（･I１１3",も（統計的婿‘
可能性に依拠可るなうば，こうＬた前根l3容易に否定で収３．寅隙‘統計的テ"--''
Iこよう了，住成文絃１９検証チ続芝制比判̅ｦる人もll３。L"､(,ChoIwIskｿも龍摘１
TI13ように，統計的な可能'膣はIま成文i茜にとうt本質的な問題て-圃な１１｡マラプ’
３とこうｌ従前礎を総箱するために13,言語規範か-℃りょうにLT移立l-I l l31
のかとl｝ラミヒか､問題lこ写フ-I<3｡言誇規範1Ｊ，客観的な寅稔外で-あるか-j同踊
に言詫扶同ｲ本９メンハ"-９「暗黙り官需的ﾇ0識」，つまツ各メンハ･-か"共通l-Iヌむ
,７１１３とみなさ耽ることT､もぁる。１こT,｢みん＃カー知フ̅II１ること(what
everyoPIeknows)」と１３何かと発問-する亘とか-て"２‘る・つまツ，言語規範をｷi&V
３前恨X(T,｢各メンバーか帳共通（了知、了l１３Z１1うことＪ了帆自体定問題に
す3!l')I↑であぅ・規疑り寄立を可能'こすうよう屯こうＬすこ普遍的薄婦哩を，Qcourel
IJ「解釈弓続芝[i''lterFretivePmcedure)』と0チん̅I､､L1３｡
具体的竜例をあけ̅̅I鄙よう。生成丈i過て-は，『文」を対象'こ（，そり文i竜'性に-’

ll丁り直観定もとに｛て理論を構成す§・了収ゆえ‘何か"ｒ文』て.あるかをi夫定-り
る「文境琴[ser)tfl'I(_ebo'4ndchry)」か．前捉l乙辱うてⅡ3｡ももうん，ｒ文境零』蝿
言語学港か．落寛的にi丸めるもりて"いなく了，規範とＬ了通剛ｉＴｌ,３も9̅1-ある．
̅Z"13 ,こう［献見範l j ,かりようなす職ヨゥもてlこ成立l - I１１3りか１、‘
Ｔことえば,次りょう＃発話資料り分析チ統竃を検詞ＬＴみよう。

(L)thebabycriedthehtommypickeditup

| I

’
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｜
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Ｉ

こ恥は,ネ土合的鮨椅を淀蕗を-せた発話資料了-ぁク,｢丈境零」!こうll-【り情報も
7jll．こ収に側，少なくとも画過り９介析，Ｌたか･うて四通-リの「凝寿」か可能【-
あう。

(7)(1)Thebabソcried・The,y,oMI",yPiCkeditUP・
ui)"Thebdbﾝ,"cY･iedthelGIoI""ty,"PickedituP.”

０》mi)ThebAbソCried,'｡Thej,'o剛しγ,ンpickeditup･
OV)Thembソｃｒｉｅｄ？ＴｈｅＭｏ脚,"'ソｐにｋｅｄｉｔｕＰ！

１

こ帆》‘)四通り９読みの穏味憾差（く異なうてｌ）百・マこで次に‘「読み』と，
?IAj,-毛当す§よう葱『葹味世零」tO開ｲ系を老えTみよう。仏）９資料り令祈li3,
でのｒ読み」力､鯉掩苛､する『鴬味世野」と対応L-Illるか．､，分析の相違か割意味の相鯉
定住封出.ヅ‘)了.はぢll・むＬぅ，寛0*｡)方か．分析９相違を筵み出すものと元えらIIPl
る。フ亙り’分村港は，ーフの『意味世考』に基ﾌ'.L1-I分析する。たとえば，分獅
老は’影刀かも（ら）９資料に四血ツリ分村か可能了.あること走見逸した上で,，ー;つ
５８
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｜
’｡分析を選択するの了一はなく-【，-プリｒ鴬味世零」に墓う…＜-プリ分村をｲｧﾌた’

の託一定９反増作用迄経て，化９分析も可齪て．あることを知るのＴ《ある。てぅIこ
重零なことは，前提とむう.̅ IL１るｒ寛啄世弓』か̅「読み」を方向つ､､l１-I１１sと{')
ことである。たｔえば,(７-i)り発話か-一定-り状i兄に埋め込乱帆-Ill3場合に′瞳
",$theMｏＭＭ>''１3!tliel'fo'"IMyoftllebQby'と餌釈を帆うて.あうう°そ（て′
こりよう噂解釈‘)ｲ土方は一定‘)普遍ﾉ性をもフーIいると元えら肌る。こうＬたこと
lさ，もううん，厳窓l忌吉えWy!seylteylce'りし‘』7,エルを越えTE@di5co',r5e'りし
ｳ.ヱル‘)問題z､あるか_，ｒ文境零」｡)内評りｒ読み』か霞状i兄1二埋め込まｋた場合1こ，
，‘)方向っ-吋に閖与１.一般的にlJ『文境零』と１１ラ暗黙｡)規範も成立之セマ１１３
の了．ある。
CicOurell3･,生成意p禾論派のLakoffの議論に墓フ"L1Y，統語論上O区別て l̅さ，ｒ読

み』｡j碁盤になう̅[llる「意味世零_｣o)相遠を級うこと力､"T曹な(1と11うことを指
"LT')３。マこて"問題になうT＜３の1３，雲なフマはl)弓か同時!こ可能了̅もある
『鴦味世零」を表象Ｌうるよ油論理も解明するざとY､ある。こ‘〉よう屯論醗と'ﾕ’
た這えばｊある世署,こおける単一‘)喪浪か雪‘別‘)担零-z＝１３ニフの巽な弓実淀と（て
表象芝耽るようロ論理て"ある。
こりような論理は,｢解釈手続芝」９問題とＬ了，さりに厳恵に論l-３ことか"了・

芝３．か室‘閉題は證一ｦ３に，と-｡)ように（了表層的規範か．各メンハ．､-に美為乏収 I̅
おり１，のようなもd)EIT'フまク規範℃’了客立(７１13｡)かと11うことて､あ
る。規範は，嶽会的相互狗為を前授にLTll3か，客観的実證体とみな（ラ３もり
て．あり，相互ｲﾗ為に,ﾕ還元̅Z-登なlloL力、[,規範か-各メンハ．‘-に共宿１ｋ§ｲ土方
にフ!}てり原理は，規範の蒋立機制に一定，)制約を課Ｌ了l１３｡了収ゆえ，「網釈
ﾁ続き』は‘表層的規範か館疑とL-I"()3条件を指定するもので窃弓と言ラ
ミと力1"T･きる。ChoM3kンは，個別的な言語規範か"そり表層的な相瞳にもかかわM"
一定･)制釣りもと,こ成立１-T１1ることを汀､した。了LT,このよう＃菩遍的な別約
はｒ規則に支配を'乢た創造性」を可能にL-I１I３も９７"あツ，刺徹一反応‘り剃稚Ｆ
だ,ｴ§かに趣､え了１１§と１，ラ鴬味で，！主得植lこ帰せり帆るぺ､含もり迄老た胸Ｉﾌて"あ
３．（か（，こり生得椎I3,複雑な内容をもうてぉシ‘芝わめ了ニュアンスに富ん
だもりて-，均質な住得惟Ｉこ還元了･芝る江は見えな('。『熊釈今維芝』とは,Cho',iSky
か画生得侭,こり諾Ｌたもりり汐樋薄ニュアンスを脈介けす３ため９概念て-６ある。すな
I,)うそ帆,き，綴験り別樹を越え７１１るか．‘綴験とり相互作用を前根IこＬフっ経験定
方向う-I1§よう可原理T､ある。了叺ゆえ，「餌釈今続き」とは，根源的な調合'瞳，
根i隠的葱歴史,性の契機とみな（）§。
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３．体系的に歪め＞肌たコミュニケーションと汐元的現実
HQbeY､MQSは，体蔬的に歪めう帆従コミユニI7-シヨンを論す､３１こあTこうで’過̅掌

‘)発話に対する箸通り解釈と，粍話に洞する塒殊な解釈‘マ収13精に不可餌了"あう
たり諒撫を1主んだソするような榊釈T"r)3j'､,こり､],たつ毛区別する。こ9ことは′
コミュニケーミーョン･)掩可‘内容 r̅lさな<"「合寛｡７機瞳』にi主目することを童，味̅す
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る。１Ｍ申え「合意り構造」1二関Ⅶ，『真の合寛』と『ニセの合寛』との了・
7.リオリな区別か-前'是に乏乢３．了Ｌ了ｒ理想的な発話状i兄'こうII-【り知識」つ
まりコミユニケーミーヨン能力'ま，体系的に歪めもk↑急コミユニIT-ミーヨンに対する
拙¥りり基準とみなを叺３｡[homSkンにおll-IIJ,『鯉總的」と11うこと'３言語外９
雲因か＞独立Ｌた紬詫的自律位を汀､すも。)て"あうｔか，HqberMQ3にあう̅Zは，IE
'こ-定U)r価値基準』か-付与を帆̅Ill３。物た’は，「合鴬の構造』を問題'こする
こと!こ13賀威だか､,HQbem'"り前恨lま妥当なものとl3zl'か"たllと元え了いう。と
llうのは，砿かにこc)よう噂前恨la，寅踊上の問題とも間連(-Y,理論的宿効惟芝
もフようにみえ３か､，そ‘)↑こめにかえフ-[,8"0禾乏や論理的I亜説を1王み，予叺か｡理
論的弱点,とも薄フ̅Ill３か〉て"ある。物にｌは論文て̅は，箔〒９理論的問題操､を

／指摘Lrsjzす'ぎす，ﾀﾀﾞ＜'。今後｡)課題と(-I残之叺了ll3°ここ了"13,Sch乢tZ.r
汐元的現嘆論」と対照玄せつっ，主鑿も論患.９-フを素描可３にとヒーめる。
Sch'ltzは，哨定｡)認知稚式(co9nitiveStyle)lこよう７精微ﾌ"けら耽る一連り経験

領域定′「限定を收從意味頒域(finiteprovi''cesofMej'''lil''3)」と吟j;､｡SelllltZか｡現
寅９ヵ次元'瞳を闇題Iこ̅131こあたうてり理論的前恨は次の二点､に零約了.を３ようlミ
腱吻帆３．
茅一点､はirOよう萢鴬0紬負域'こあ§場合了"も，作業ｲﾗ為(worki"13)を通L-I外

零と開明ぅＴllると！’ラ前ﾏ艮了"ある。と"d)鴦味領域にll3かとllうこZI乱，主体９
関1瞳.’)向!↑方，ア７セントリ置き方｡)違Ｌ１による。そ肌ゆえ，あ別’３桁為り中-画
作業打為は柔一に重零写もりであり，精喫な柳造-をもう了llる。すな'h;,rｲﾗ為
‘)意味」は「完了ｗ」｛こおII-I闇わ耽るか曇,r完了邪」におll了憾，主体はっ梱に
断６了･しがなll。展開過箱り作業ｵｱ為'こあ､ll-【のみ，自己'惑全イネ的な自己を侭験ｌ
T̅ll３９Ｔ-ある．
藻二点,ま,第一息かう導か収§帰癌で-もあるか陰,タツくり覗庚の中でbnO日常住篭世

界か言「至高の現更(PqY,Qw,o,4ntreqlitソノ」り位置を占めＴいるとllフ前寸是 I̅̅ ある．
3o)理由は，日常生i舌世零か曇身体的i舌動を通してコミュニ'７-ミーョンを可就にする
ような相互主観的な基盤を形成LTll3ZIIラミと了"あ３．
Sch'ltzIJ,単独!｡)主体あ､よ〃"対面的関係毛基準にＬＴ承合的世零り機成を元寒’

̅III３か蘂，マリ根抑卿，こりエラな前提にあるもりと元えり'l'L3｡Xこう̅I･､,相互
主観的な場を形成LTll弓基盤か"日常生i舌世零で"あるということと，日常住i含世琴
かう他９意味領域かi旅住一ｦ弓と!}うことＺｌユ同一｡)こて了-lW#ll｡つ琴り，身体'的
i舌動を伴う作業行為かざっllQに前恨,こむうてll3ことと，別り寛ﾛﾈ額域にお'澗綴,験
を作業柄為'二瞳ﾗｕうぅと！｜うこととは別｡ことＴ、ある。旨chutzは，『日常生i舌世
零」のほかにr'1i舌世零」とllぅ言葉も閉llてはLIS｡か̅,Lか(,r還元c)最も
偉大な敬言l'lrl#'党全なl還元は不可能だとllラミヒ了.あ３」というMerl"u-Pb"tソリ
言蕊を想い起こ-すまて-もなく'５chutzlごあ､ll713,あう力､L･､め『瞳冗」を予穐L､ I̅
理論力い構成乏叺７ll3ために‘かえって8愛０粒を住(､･をゼマ!!うりて．ある。こりよ
うな理論的弱堂､は,Schutzりシン爪､､lし論にもうともよく奇！之MTll弓ように思わＭ
3｡Schutzl3,超越的経験を可能にするも｡)と，了シンホ､lしを定義､Lた。こり定識
60
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は,Schutzり理論的前根力'5L-[当然９帰綿了．あるか̅,-[-Mll"11=1-【超越的綴験
か.可能T､､.あるかとllラと'7の基盤は，日学生i舌世零に瞳ﾗLを吸弓l3b､はなII97
収ゆえ，日端生i舌世野⑳意味領域にあう̅I,そ帆邉超越す§ような綴験か．なせ"可能
了.あり，ど‘)ような基盤り上に成立L-Illるc)かと闇うことは′5&h乢tzlこぁうて１コ
回議反復にｌかなうなll9T"ある。
Sch'ltzは，『礁踊(leQP)』「衡警(shoek)』と!､ラ日常笠i舌世野を超越する綴験

を感動的に託血，えたけ帆と-も，綻験マ収自体り体系的な基盤を紀植寸３ことか̅て“
芝恥かつた。こ肌,忌対(･T,HQbeY,wI"l3,体系的基盤り上'二理論を構藻'↓うと’
すこけ叺と.も，「理穏的な粍話状i兄」を尋天̅之セ了［憩う-[,W-真り合鴬』と「二セ
リ合意」との了、７°リオリな区別にｒ批判」の根椥を求めるため’綴駮１収自ｲ本か“
はうむ動的契機をとり眺か̅（，『批判」か．宙にi¥''7113フの I̅-ある。糖神分析
位置つ-吋にフIIＴりHQberIwIAsり議論１ｺ’このような欠陥進もうともよく可､LT()
るよう，亘隠わ牡る。わた（は，コミュニノァーション縦力の理論定，綴験予恥自体を
ﾎ且織L-Illる体系的な基魑を熊8胴３もりとみな(,3kを基乃楚に口『ｨ本論釣に
歪めう帆↑こコミユニ,７-ミーミン』を解8胴３ことにようで，悶毛‘)弱患､定乗り養堕え
るような方向を練うてみ･た。

’

’

４９理論的展̅望
コミユニ#r-シヨン誰力り理論ld_,HqbernIAうによ帆ぱ，ネ土会蓉lこおい I̅,五見筏，

緬己的な「役割理論」の根本的なｲI参正I言至るもりマーあるとl,1ラ。ＣｋourEIもエスノ
メy}"Dジー９立場か》同様り主張を展開LTI1る。ｌか（グこう（た理論ｗ成り
新い)方向に踏み出すことは，最初り何歩力'て･でえ，た!'へんな瀞力を零̅ｦ３も‘シ
て"あるとllうことを知》惚ばな＞な力!フた。物↑こ９論文は，ただ､II,さな-后遥般
l"たにすき､ｱZllｏにもかか的》す，橘想と(-I吋『般割理論」り邪写う-ｩ"芝も'こ大
きな展望をもうことか､討て札§て-あうラ。
ChoＭぅkｿは，言澆りレウ･ェ'し'こあ･ける人間｡)創造'性か，まうＴこ'く無制限，羅方向

噂も,)て"lJなく，厳い噌遍酌崩１約をもうⅧ!るｚllラこてを日陥かに’ている。
具９普遍的制約は，人間の捻りj筐ﾙX･自由を方f旨),"Iナてll３もの了-あ３かQb"同踊Iこそ
帆を基礎っ-吋,砿寅な基盤を寸留共１，人間代-を精ｲ数丁'１マ’’５もの了･あ３．司叺ゆ
え‘碆遍的制約は，人間り創瞳'性と対立する‘)て､いなく，倉ﾘ｣堂ﾉﾄiを可綻'こす３もの
-【．ある。司W'LI3,'自由と対立する規範噂９̅Z-l悪なく，規巍と臼由り相方を墓硬-ﾌ電ll
Ｔ１１３。人間り自由'葱，厳（１）普遍ｶｦ制約をもうて｛１３かもこヤ，燕下艮り可能礎に
向かって閑かMTLI３の了・あり，規範も酢衣‘一定の制約をもうて‘!ろかうこ.i，
人間りれ会に特滴な秩富を形成L-Ill3のて．ある。
DI4Y､khei'y,は，荊会現象を1唾遡的霊園十編晴酌霊因に還元了一言なLI三と，和合現象

は和合的零因ｋよう̅Il力､説日月了-登ない亘とを弦調し集合張象り外泊'腱，杓剰皇
を主張Ｌた°弓，了，根は，私会現象り究極的零因と[-I和合的基体を毒え,7!K
に墓っ-llT租合的分業を説日肌ようとＬ在。しか(,鞭か電斌全的基体とl-I穏定_(
̅Ill3も913,ネ土会d)量と窮度，たとえば人｡｡)乃富・室慶，そ‘>務年・農村二ぉ
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lt３分赤線式など了･あうた。砿かIこ，了牡うは和会現象を根底'二お､ll-T規定（てい
る外疵的約束的な委因を説明３３か雪，ネ工合現象'こ内流的な拘束性甦説明するもりで”
はな11。すむわち,DurkheiwH9ｵｴ会形態辱丁､は，人間９證会か"動物⑳ﾈ土含と区別鷲

､ ｡

収ろ根底的＃雲因を説明-すうことは了-乏晒l１．言語は，人間ﾈ土会を動物社会か＞唾
別寸ろものて･はあ３1１收と輿も，了いは，学に人間私会に付加を叺た-つり特'腱９舗
とをもり̅Z-l3なく，人間９祇会をｷ艮1重的なしウ"エル了･'体系的に組織LII1るもりT･､
ある。
証会制度I1,"qな類型か､あクラ31１ｋと"も，、まうＴこく篭制恨なもり･Z-は毎く，

可恥か．人間和合了．ある限りＴ-り普遍的な制約か"あるに違'1なll。すなわち，ネ土会9i》
ﾎ艮】還送支配1.TI１３論理に従フマ，可能な祇会制度は，一定_ﾜ制約をもうてⅡ昌弛一
のとたえ＞収る。広義りコミユニケーョーヨン能力り理論I芯，そ｡)ような誕令り根臘
を支配l-lllる論理定解目月するもりとみな-yこｘか-て･芝ふう。了して，で9よう葱
ﾈ土会制度か．歴史1こおl;1-1事喪吏現さﾙL-Iきたか,1'lLらか-経i斉釣、文化的発展９塒
定‘)萌間におIIT与えら札Tこ可能‘性に関連Ⅷ，と､のように’了発注LT-こかを問う
こと'之なる。マリ上で･さ》’亘，人間か到達し在詫和会体承り系列１３長大葱もoyか矩
11,,もりか，苛帆はどりょうも慥動余地と可能性とをもつのかと問うこヒカ､"可能に
怠るｔざうう。

こう（７，コミユニヶーニーヨン能力９理論は，言語り本質をJ,まえた上で､’は§
かに鬼く租会り本質へと向かうことになる。弧’お砧く）和会体系の理論９疑
型を寅電はと（て‘り言語の再立機制に求め3r言語脈社会津」９７.ロブ“ラムは’コ
ミュニ'アーション能力９理論を媒ｲ)､に-す§ことによ〕てはL､､め了司り展望か"開けＩ
くるtこ運_l１な11｡

’
１

１

’１

の再立機制に求め3r言語脈社会津」９７.ロブ“ラムは’。
理論を媒ｲ)､に-す§ことによ〕てはL､､め了司り展望か"開けＩ

､（わたりあ 'ナ L )

夛悪悪恥忘繊燕’がでぶつ鋤､ちざ繩えない耐ざまな鵬群霞､廿｜
性論としてで､l#撒く、溌会学として、で琴わち粒会１
機造の問題として理論的1棚握｛よう、と､､州題Ｉ

会です。既蒔の雅会科学の方訟の徹脚”炭用遁めざ､でｌ
ｌな適用で1J4性の転会閣題を鰯明しえずいこと通かん紙Ｉ

の方法論自体の再検縦もめざす毛のです。このよ棚｜
ソパーポ、含性の祇全棚題をメインテーマとせず、心(Iﾝ〒-ﾏ崎弓､別の角度から理論化努加'て‘､<二｜
が虫も可能性があるので卿ないかと思っていきす。１

１’零件過問わず）の積擢的参加を、期待（きす． Ｉ
（世耗人■船稔忠子）｜●
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惟翻としてでl#撒く、栽倹琴として、可な！
､橋造の問題として理論的'て杷握（よう、と

|蓮識で鄭､握厨鵬です,鮴の繩科学の城の徹脚"燗
｜と'司痔に〃の靴な適用で！澱惟噸会間題猟明し湖いことＩみ、既蒔の祇会科学の方法論自体の再検討をもめざす毛のです。こ
'意沫"､島すると､ﾒﾝﾊー ﾎ､含性の祇州通過ﾒﾍﾝﾃー ﾏﾋせＩろそれぞ糺別のメイン〒一マも持ち、別の角度から理論化努力を｜
｜とに､かえ､て鋤味が繩可能性があるの加ないかと恩.ていず
|閏I蝿お肴恥芳〈零純問わず)の積擢的参加を.期待(制．

（ 世 耗 人 紛
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